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応援隊の皆様紹介：第３弾

授業にもお手伝いいただいています！

花壇のプロ

武田 克子さん

能代市観光振興課

課長 幸坂 晴二さん

子どもたちの安全見守り隊

原田 澄子さん

第四保育所所長

大山安希枝さん

右の写真は、５年生の家庭科の時間。エプロンづくりに励む５年

生。担任の指導を補助する形でお手伝いくださっているのが、第四保

育所所長の大山さん。９人の学級に担任と応援隊の大山さんがいらっ

しゃったおかげで、あっという間にエプロン完成に近付きました。

他にも、１、２年生の「まちたんけん」の際、引率のお手伝いをい

ただくなど、応援隊の皆様は、授業の補助にも積極的にお手伝いくだ

さっています。（写真児童：５年HM）

プールが大好きな１年生！

５校時に向け水泳モード全開での読書タイム！



浅小プライド「挑戦」
大海を知る！

その２

６年：ＴＹ

２年：ＨＨ

３年：ＫＫ

校内にとどまらない！「大海を知る」

バドミントンで東北大会出場を決めたＹさん。きっかけは、姉の影響。姉には

まだまだ勝てないと言う。６年生になり学習にも力を入れていることを話すと

「佐々木大先生は厳しいから（笑）だから、やるべき事はやる！」と。大谷翔平

など大成する人たちはそのことだけではなく、何に対しても誠実に向き合ってい

る。学習との両立には大きな意味がある。Ｙさんは、昨年は華道、今年は着物の

着付けを学ぶ。父の勧めだそうだ。人を笑わせる天才は、日本文化からも何かを

学ぼうとしている。

造形研究会で全県大会に出場する２・３年生。７／１４（水）、本番を前に能

代山本から３０名ほどの教職員が集まり、本番さながらのプレ授業を行った。そ

こで特に光っていたのが２年生のＨさんと３年生のＫさん。Ｈさんは、小松知優

先生の問いかけに対し、必ず反応する。そして、何人が見ていてもかまわない。

必ず挙手をする。Ｋさんは、浅内小では課題とされる声量と反応において、とて

も優れている。先生や友達の話をまさに「全身全霊」で聞いているし、発言する

ときの声量は、マスク越しでも全ての先生方に届く安心感がある。

このような授業研究会で思い出すのは、私自身が初任者だった頃のこと。校内

の先生方しか見ていないにも関わらず緊張している私を察しているのか、子ども

たちは確実に私を助けるようにたくさん発言してくれていた。ＨさんもＫさんも

同じだと思う。自分が褒められたいだけではない。大好きな知優先生の問いかけ

に答えたい、友達の考えを盛り上げたい、そんな他者を思う気持ちが行動に表れ

たのだと思う。この２人だけではなく、２・３年生の瞳を輝かせて学ぶ姿は、ぜ

ひ、県内の先生方に見ていただきたい。大海を知り、また一つ前進する子どもた

ちに期待したい！

★第２５回ＰＩＡＲＡピアノコンクール東北地区大会

ジュニアＡ部門 最優秀賞 NY（２年）
★第２５回ＰＩＡＲＡピアノコンクール東北地区大会

ジュニアＢ部門 優良賞 NS（５年）

※奏太さん・佑太さんは「大海を知る：その１」でインタビュー掲載しています。

本校は、２期制のため、夏休み直前まで様々な行事が目白押しです。中でも３つ。ありがとうがい

っぱいのお話を紹介します。

◆７月１９日（月）初めて地区子ども会に応援隊の皆様方も参加。地区居住でなければ知り得ない危険箇

所等についてお話いただきました。・河戸川Ａ：浅野士郎様・河戸川Ｂ：大山明子様・浅内：池田伸生様

◆７月２０日（火）Action祭：全校かくれんぼで鬼役となり子どもたちと共に楽しんでくださいました。
・鈴木スミ子様・原田千代子様・武田ミチ子様

◆７月２０日（火）花壇の雑草取り作業に酷暑の中ご協力いただき、おかげさまで子どもたちの活動を短

時間で終えることができました。浅野士郎様・袴田弘子様・佐々木悦子様・武田ミチ子様・鈴木スミ子様


